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１．提出をお願いしたい資料
１）放課後児童対策について
全学保連の調査と国民生活センターの調査結果のうち、指導員に関するデータが少しず

れている感じがします。抽出方法等から来ているのではないかと思われます。両者の調査
方法、回収率などを教えて下さい。

２）地域子育て支援拠点事業について
①10頁の資料と同じように、市町村別の実施率を算出していただけませんんか
②12頁の資料を、３類型の積み重ね棒グラフで出していただけませんか。比率でなく、

拠点数でも結構です。

２．意見
本日の議論を聞いていて、ニーズの連続（①～⑤）とサービス拠点（矢印）は、以下の

ように考えるのも一つの方法かと感じました。

⑤一定時間継続的
に保育を依頼
目的：就労対応

「保育に欠ける 」」

④周期的・定期的に
短時間保育を依頼
目的：非定型就労対応

パート就労対応

③必要に応じて
一時的に保育を依頼

目的：リフレッシュ
緊急ニーズ
随時ニーズ

②親子で気軽にいく
ことができる

目的：親子の仲間づくり
子育ちの観察

①家のなかにサービスが入っていく（すべての家庭）
目的：ニーズ発見

サービス調整
危機回避・危機介入
基本情報
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